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花
田
清
輝
の
名
は
読
者
は
知
ら
な
い
に
相
違
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
新
人
発

掘
が
商
売
の
編
輯
者
諸
君
の
大
部
分
が
知
ら
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
知
ら

な
い
の
は
無
理
が
な
い
の
で
、
花
田
清
輝
が
物
を
書
い
て
ゐ
た
頃
は
彼
等
は

み
ん
な
戦
争
に
行
つ
て
ゐ
た
の
だ
か
ら
。

　
私
は
雑
誌
は
め
つ
た
に
読
ま
な
い
性
分
だ
か
ら
、
新
人
な
ど
に
就
て
何
も

知
ら
ず
差
出
口
の
で
き
な
い
の
が
当
然
な
の
だ
が
、
戦
争
中
「
現
代
文
学
」

と
い
ふ
同
人
雑
誌
に
加
は
つ
て
い
た
の
で
、
平
野
謙
、
佐
々
木
基
一
、
荒
正

人
、
本
多
秋
五
な
ど
と
い
ふ
評
論
家
を
知
つ
て
ゐ
た
。
み
ん
な
同
人
だ
つ
た

か
ら
だ
。
さ
も
な
け
れ
ば
こ
れ
ら
新
鋭
評
論
家
に
就
て
、
そ
の
仕
事
に
就
て
、

概
ね
無
智
の
筈
で
あ
つ
た
。
福
田
恆
存
な
ど
と
い
ふ
傑すぐ
れ
た
評
論
家
に
就
て
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も
一
ヶ
月
前
ま
で
は
名
前
す
ら
知
ら
な
か
つ
た
。
た
ま
た
ま
、
某
雑
誌
の
編

輯
者
が
彼
の
原
稿
を
持
つ
て
き
て
、
僕
に
こ
の
原
稿
の
反
駁
を
書
け
と
い
ふ
。

読
ん
で
み
る
と
僕
を
無
茶
苦
茶
に
ヤ
ッ
ツ
ケ
て
ゐ
る
文
章
な
の
だ
。
け
れ
ど

も
、
腹
が
立
た
な
か
つ
た
。
論
者
の
生
き
方
に
筋
が
通
つ
て
ゐ
る
の
だ
か
ら
。

そ
れ
に
僕
は
人
に
ヤ
ッ
ツ
ケ
ら
れ
て
腹
を
立
て
る
こ
と
は
少
い
。
編
輯
者
諸

君
は
僕
が
怒
り
ん
ぼ
で
、
ヤ
ッ
ツ
ケ
ら
れ
る
と
大
憤
慨
、
何
を
書
く
か
知
れ

な
い
と
考
へ
て
ゐ
る
や
う
だ
け
れ
ど
も
、
大
間
違
ひ
で
す
。
僕
自
身
は
尊
敬

し
、
愛
す
る
人
の
み
し
か
ヤ
ッ
ツ
ケ
な
い
。
僕
が
今
ま
で
ヤ
ッ
ツ
ケ
た
大
部

分
は
小
林
秀
雄
に
就
て
で
す
。
僕
は
小
林
を
尊
敬
し
て
ゐ
る
。
尊
敬
す
る
と

は
、
争
ふ
こ
と
で
す
。

　
花
田
清
輝
は
「
現
代
文
学
」
の
同
人
で
は
な
い
が
、
時
々
書
い
て
ゐ
た
。
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何いず
れ
も
立
派
な
仕
事
で
あ
つ
た
。

　
小
説
家
に
は
太
宰
治
と
い
ふ
才
人
が
あ
る
が
、
い
は
ば
花
田
清
輝
は
評
論

家
の
さ
う
い
う
タ
イ
プ
で
、
ダ
ン
デ
ィ
で
才
人
だ
。
小
説
だ
と
、
ま
だ
読
者

に
は
分
る
け
れ
ど
も
、
評
論
と
な
る
と 

却  

々 

な
か
な
か

分
ら
な
い
も
の
で
、
た
と
へ

ば
ポ
オ
の
「
ユ
ウ
レ
カ
」
が
日
本
に
現
れ
て
も
、
読
者
の
大
部
分
は
相
手
に

し
な
い
に
相
違
な
い
。
花
田
清
輝
は
さ
う
い
ふ
評
論
家
で
す
。

　
今
度
我
観
社
と
い
ふ
と
こ
ろ
か
ら
「
復
興
期
の
精
神
」
と
い
ふ
本
を
だ
し

た
。
マ
ジ
メ
で
意
気
で
、
類
の
少
い
名
著
な
の
だ
が
、
僕
は
然
し
、
読
者
の

多
く
は
、
こ
こ
に
花
田
清
輝
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
イ
を
見
る
の
み
で
、
彼
の
傑
れ

た
生
き
方
を
見
落
し
て
し
ま
ふ
の
で
は
な
い
か
と
怖
れ
る
。
彼
の
思
想
が
、

そ
の
誠
実
な
生
き
方
に
裏
書
き
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
読
み
落
す
の
で
は
な
い
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か
と
想
像
す
る
。
こ
の
著
作
に
は
「
ユ
ウ
レ
カ
」
と
同
じ
く
見
落
さ
れ
、
片

隅
で
し
か
生
息
し
得
な
い
傑
作
の
孤
独
性
を
持
つ
て
ゐ
る
。
だ
か
ら
、
花
田

清
輝
の
真
価
を
見
た
い
と
思
つ
た
ら
、
も
つ
と
俗
悪
な
仕
事
を
さ
せ
て
み
る

こ
と
だ
。
つ
ま
り
、
文
芸
時
評
と
か
、
谷
崎
潤
一
郎
論
だ
と
か
、
さ
う
い
ふ

愚
に
も
つ
か
な
い
仕
事
を
や
ら
せ
て
み
る
と
分
る
。

　
彼
は
戦
争
中
、
右
翼
の
暴
力
団
に
襲
撃
さ
れ
て
ノ
ビ
た
こ
と
が
あ
つ
た
筈

だ
。

　
戦
争
中
、
影
山
某
、
三
浦
某
と
云
つ
て
、
根
は
暴
力
団
の
親
分
だ
が
、
自

分
で
小
説
を
書
き
始
め
て
、
作
家
の
言
論
に
暴
力
を
以
て
圧
迫
を
加
へ
た
。

文
学
者
の
戦
犯
と
は
、
こ
の
連
中
以
外
に
は
有
り
得
な
い
。

　
花
田
清
輝
は
こ
の
連
中
の
作
品
に
遠
慮
な
く
批
評
を
加
へ
て
、
襲
撃
さ
れ
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て
、
ノ
ビ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ノ
ビ
た
記
録
を
「
現
代
文
学
」
へ
書
い
た
も

の
は
抱
腹
絶
倒
の
名
文
章
で
、
た
と
へ
ば
Ｋ
な
ど
と
い
ふ
評
論
家
が
影
山
に

叱
ら
れ
て
ペ
コ
〳
〵
と
言
訳
の
文
章
を
「
文
学
界
」
だ
か
に
書
い
て
ゐ
た
の

に
比
べ
る
と
、
先
づ
第
一
に
思
想
自
体
を
生
き
て
ゐ
る
作
家
精
神
の
位
が
違

ふ
。
そ
の
次
に
教
養
が
高
す
ぎ
、
又
そ
の
上
に
困
つ
た
こ
と
に
、
文
章
が
巧

ま
す
ぎ
る
。
つ
ま
り
俗
に
通
じ
る
世
界
が
稀
薄
な
の
で
あ
る
。

　
だ
が
、
こ
れ
か
ら
は
日
本
も
変
る
。
ケ
チ
な
日
本
精
神
で
な
し
に
、
世
界

の
中
の
日
本
に
生
れ
育
つ
に
は
、
花
田
清
輝
な
ど
が
埋
も
れ
て
ゐ
る
や
う
で

は
話
に
な
ら
な
い
。
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
坂
口
安
吾
全
集
　04

」
筑
摩
書
房

　
　
　1998
（
平
成10

）
年5

月22

日
初
版
第1

刷
発
行

底
本
の
親
本
：
「
新
小
説
　
第
二
巻
第
一
号
」

　
　
　1947

（
昭
和22
）
年1

月1

日
発
行

初
出
：
「
新
小
説
　
第
二
巻
第
一
号
」

　
　
　1947

（
昭
和22

）
年1
月1
日
発
行

※
底
本
は
、
物
を
数
え
る
際
や
地
名
な
ど
に
用
い
る
「
ヶ
」
（
区
点
番
号5-

86

）
を
、
大
振
り
に
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

入
力
：tatsuki
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校
正
：
宮
元
淳
一

2006
年5

月5

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w

w
.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た

の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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